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市内の小学校で卒業式が行われ、407人が新たな一歩を踏み出しました。

緊張した表情で卒業証書を受け取った卒業生は、保護者や先生、在校生に向けて感謝の言葉

を送りました。

式終了後、先生や在校生の温かい拍手に見送られ、学び舎を後にしました。

月

小高小学校 小高小学校

高平小学校 高平小学校

被災自治体News
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南相馬市民の避難状況 ※南相馬市外に避難している人数（南相馬市HPから）

【都道府県別】 平成27年3月19日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

福島県 4,935 群馬県 173 大阪府 25 熊本県 8 山口県 2

宮城県 1,783 長野県 80 京都府 24 富山県 7 高知県 1

新潟県 721 山梨県 77 福井県 21 島根県 6 和歌山県 -

山形県 704 北海道 77 沖縄県 21 福岡県 5 徳島県 -

東京都 665 秋田県 69 青森県 18 三重県 3 鳥取県 -

茨城県 619 岩手県 55 岐阜県 12 奈良県 3 宮崎県 -

埼玉県 577 静岡県 53 岡山県 12 香川県 3 鹿児島県 -

栃木県 451 兵庫県 38 滋賀県 11 愛媛県 3 海外 11

千葉県 404 愛知県 35 広島県 10 佐賀県 3 合 計 12,133

神奈川県 371 石川県 31 長崎県 8 大分県 3 (3/12 12,162)

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 1,284 喜多方市 50 三春町 17 北塩原村 5 合 計 4,930

相馬市 1,252 本宮市 33 会津美里町 16 玉川村 5

いわき市 627 西郷村 28 西会津町 13 下郷町 3

郡山市 502 会津坂下町 26 田村市 12 広野町 3

会津若松市 251 南会津町 26 磐梯町 9 天栄村 2

新地町 248 川俣町 25 金山町 7 鮫川村 2

二本松市 120 鏡石町 20 泉崎村 7 浅川町 2

伊達市 110 猪苗代町 19 矢吹町 6 小野町 2

須賀川市 87 桑折町 18 矢祭町 6 国見町 1

白河市 61 棚倉町 18 古殿町 6 石川町 1

71,561人平成23年3月11日現在の人口

3,751人市内転居

12,205人

27人

8,367人

3,811人

12,133人

(7,203人)

12,133人

47,223人

4,764人

3,731人

34,977人

計

所在不明

転出

死亡（震災以外の死亡含む）

その他

計

（うち福島県外）

市外の知人宅や借上げ住宅等

市外避難者

計

市内の仮設住宅

市内の知人宅や借上げ住宅等

自宅居住

市内居住者

53,710人71,561人計

39,998人47,116人原町区

13,712人11,603人鹿島区

－12,842人小高区

平成27年
3月19日現在の

居住者数

平成23年
3月11日現在の

人口

※3月11日以降の転入者および他市町村からの
避難者を含むため、避難の状況の市内居住者
数と合計の数が異なります。

南相馬市からのお知らせ

被災自治体News
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南相馬市ボランティア活動センター移転のお知らせ

南相馬市データ放送3月23日更新

被災自治体News

問い合わせ
南相馬市ボランティア活動センター 0244-26-8934

0244-26-8935
TEL

浜通り×さんじょうライフ vol.2004

４月１日（水）から「南相馬市ボランティア活動センター」が下記のとおり移転します。

皆さまには、ご迷惑をお掛けしますが、ご理解を賜りますようお願いいたします。

◆移転先：小松屋旅館別館（南相馬市小高区本町２丁目５７）

FAX

《南相馬市ボランティア活動センターのブログから抜粋》

この度、小高区本町２丁目地内にて旅館業を営んでいた「小松屋旅館」社長様のご厚意に

より「小松屋旅館別館」をボランティアセンターの活動拠点としてお借りする運びとなりました。

現在、通常のボランティア活動と並行しながら、センター機能の移転・引越を参加ボランテ

ィアさんにご協力頂き進めております。

現所在地での活動は、3月29日(日)までとなります。

4月1日(水)から移転先で活動を再開します。

（３月３０日（月）・３１日（火）は活動休業日です。）

移転先「小松屋旅館別館」は、現センター所在地から南西

方向へ約１００ｍ、小高区役所の南側（裏側）に隣接していま

す。小高消防分署の西側の道路）を入り、３０ｍ進んだ左側に

あります。

センター正面に、「南相馬市ボランティア活動センター」の

看板を設置してあります。

※駐車場は、新センター所在地に隣接しています。

※電話番号とＦＡＸ番号は変更ありません。

ＮＰＯ法人 災害復興支援ボランティアネット 理事長

南相馬市ボランティア活動センター センター長

松 本 光 雄



被災自治体News

南相馬市消防・防災センター落成式
3月24日(火)、南相馬市消防・防災センター落成式ならびに高機能消防指令施設開

通式が行われ、桜井市長らによるテープカットで同庁舎・施設の落成、開通を祝いま

した。

消防・防災センターには、高機能消防指令施設が導入され、有事には正確で迅速な

災害対応が可能となり、地域住民の方々が安全・安心に暮らせるよう、消防・救急体

制の充実・強化が図られることになりました。

今週の番組（60分）※パソコン視聴・アクトビラ配信

1. オープニング&今週の番組 [0分～]

2. 高校生による小高区への提案 [2分～]

3. ひなまつり交流会 キビタンと一緒にみんなで遊ぼう [17分～]

4. 男性のための料理教室 [22分～]

5. 南相馬市立大甕幼稚園 第43回修了式 [37分～]

6. 新潟県立大学・南相馬市 連携に関する協定書調印式 [47分～]

7. 市長訪問報告 南相馬市 台湾交流事業の提案・寄附受納 [52分～]

8. リクエストアワーのお知らせ [55分～]

9. 旧警戒区域ライブカメラのお知らせ [59分～]

番組内容 [3/25～3/31]

今週は、高校生による小高区へ
の提案。地元の将来に向けたアイ
ディアの発表や、男性のための料
理教室、南相馬市立大甕幼稚園修
了式の様子などをお届けします。

■議会放送
・午前10時～
・午後6時～

■旧警戒区域ライブカメラ
・午前8時55分～
・午後0時55分～
・午後3時55分～

浜通り×さんじょうライフvol.200 5



被災自治体News

問い合わせ 生活支援課 避難生活支援係 0243-62-0305TEL

浪江町「復興支援員」の募集について

3月20日HP更新

浪江町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフ vol.2006

募集期間

４月１０日（金） ※必着となります

採用職種

浪江町復興支援員（非常勤特別職）

採用人数

９人程度

雇用期間

平成２７年５月１日（予定）～平成２８年３月３１日

応募方法

履歴書を提出してください。

※募集チラシ記載の【勤務場所】から希望する勤務場所を必ずご記入ください。

【提出先】

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573

浪江町役場二本松事務所 生活支援課 復興支援員担当

選考方法

書類選考の後、採用候補者に対して面接による審査を行います。

日時・場所については採用候補者に別途郵便で通知します。

詳しくは、募集チラシをご覧ください。



被災自治体News

フォトビジョンの配信終了に伴うお知らせ

―ソフトバンクショップへの持込みは4月13日以降に 3月23日HP更新
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浪江町タブレットの配布が開始したことに伴い、フォトビジョン（電子掲示板）への情報配信は、

平成27年3月31日をもって終了します。

浪江町タブレットにも、現在のフォトビジョンと同様の写真表示機能が備わっており、また役場か

らのお知らせもタブレットで閲覧することができます。

まだタブレットをお申し込みでない方は、早急にお申し込みください。ただし、避難居所１世帯ご

とに１台のみの配布となります。

※申込書がない方は、浪江町タブレットセンター（0800-919-3287）までお問い合わせください。

なお、配信が終了したあとのフォトビジョンは、町への返却は不要です。

(1)引き続き、デジタル・フォトアルバムとしてお使いになる場合

A 通信をしない ⇒ フォトビジョンの裏側にあるスロットに、写真が保存されたＳＤカードを差

し込んでお使いください。

B 通信をする ⇒ お近くのソフトバンクショップに持ち込み、自費で新たに通信契約をし

てください。

(2)ご利用にならない場合

お近くのソフトバンクショップに持ち込み、回収してもらってください。

このうち、(1)-B、または(2)の場合は、ソフトバンクショップへの持ち込みは、４月１３日以降にして

ください。

４月１２日までは町とソフトバンクとの通信契約が継続しているため、それ以降でないと対応でき

ないとのことです。

ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

問い合わせ 復興推進課 情報統計係 0240-62-4731TEL



被災自治体News

なみえ3.11復興のつどい
3月14日(土)、4回目となる「なみえ3.11復興のつどい」を二本松市内で開催し、

町民の皆さんの活動作品展、浪江町芸能祭、記憶の街（模型復元プロジェクト）発表

などを行いました。

また今年は、静岡県御殿場市から若林市長らがお越しになり、ご当地名物「御殿場

みくりやそば」を1,000食振る舞ってくださったほか、青森県弘前市の団体から巨大

アップルパイの振る舞いもいただきました。

浜通り×さんじょうライフ vol.2008

双葉町からのお知らせ

全国の避難生活をしている子供たちへ！「卒園・卒業お祝いメッセージ」

（教育長メッセージ） 3月23日HP更新

町立学校での卒園・卒業式
去る１３日、いわき市の町立学校仮設校舎で、双葉中学校の卒業式が挙行されました。東

日本大震災後4年振りでの卒業式でした。卒業生はわずか１名でしたが、多くの来賓の出席の

下、盛大に挙行されました。震災後、避難生活での様々な苦労を乗り越えて卒業式を迎えたこ

とは実に意義深いことであり、本人は勿論、家族の皆様の喜びは言葉には表すことができない

程ではなかったか、と推察されます。今月２３日には、双葉北小学校、ふたば幼稚園の卒業、

卒園式が同じ町立学校仮設校舎にて実施される予定です。

避難生活の苦労を乗り越えて
さて、全国各地で、未だに２０１１年の大震災及び原発事故により避難生活を余儀なくされて

いる子供たちの中にも、この３月無事卒園式、卒業式を迎えることができた人が数多くいると思

います。双葉町立幼稚園、小中学校の子供たち同様に、心よりお祝いの言葉を贈りたいと思

います。ご卒園、ご卒業、本当におめでとうございます。

２０１１年の大震災そしてその後の原発事故は、皆さんの生活に大きく影響を及ぼしたと思いま

す。何より、住み慣れたふる里、双葉町を離れ、仲の良い友人と離れ、中には家族とさえ離れ

離れになった子供たちもいるのではないか、と思います。
次ページへ続きます



被災自治体News
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中には、避難先での生活環境になかなか適応できず、新しい学校での友人関係も上手く築け

ずに、不登校に陥った子供たちもいるように聞いています。このように、避難先での新しい生活、

新しい学校生活での様々な苦労は、双葉町立学校の子供たち同様に大変辛く、厳しいもので

あることを想像するに、実に心が痛みます。

そのような厳しい状況に置かれながらも、様々な困難を乗り越え、様々な経験を自分の財産と

して活かし、避難先での新しい生活に生きる喜び、生きる楽しみを見いだし、自分のすべきことを

しっかりと自覚し、たくましく毎日毎日を生きてきた皆さんに、めでたく卒園、卒業を迎えられた皆さ

んに、心から拍手を贈りたいと思います。ある意味で、皆さんは人生の勝利者です。大変立派

です。

悩みを苦しみに変える
「経験に勝るものはなし」という教えがあるように、避難生活での経験は実に貴重なものであり、

そこから学ぶことも実に多くあると思います。避難生活を、全くと言ってよい程苦しいとは思わず、

新しい環境に即慣れてたくましく歩んできた皆さんにとっては、これまでの経験は今後の生活での

多くの場面で色々と活かされることでしょう。何事にも自信を持ち、取り組んでいって欲しいと思い

ます。一方、様々な問題を抱えて、なかなか悩みから抜け出すことができない皆さんにとっても、

この経験は大切であると考えます。悩みは人を成長させます。決して悲観することはありません。

じっくりと自分と向き合って下さい。できれば、自分の悩みを誰かと共有して下さい。悩みを解決

するためのヒントが得られるかも知れません。

「悩みを苦しみに変えよ」という言葉は、自分がかつて悩みを抱えた時に読んだ本で出会った

言葉です。本の著者は精神科医で、「今の自分の悩ましい状況に頭を抱え、何もなせずにいる

ことから何かしらの変化を求めて行動する、いわば新しい苦しみを自分で求めよ」というような教え

でした。確かに、今の自分を変えるための新たな一歩を踏み出すことは、大変苦しいことかもしれ

ません。でも試す価値はあると思います。是非、明日への一歩を踏み出す勇気を持って下さい。

「ふるさと創造学」の取り組み
さて、双葉郡内の各小中学校では、この一年間、震災からのそれぞれの地域の復興を目指

して、子供たちの新しい学びの形の追究に取り組んできました。「ふるさと創造学」の取り組みで

す。子供たち自身が地域の復興、自らの生き方を考え、更には子供たち一人一人が課題を持

ち、その課題を深く追究して学び、発表する取り組みをしてきました。実に多くの発見、学び、感

動がありました。子供たちの表情に笑顔と自信が見られ、先生方、地域の人達も子供たちに負

けじと、より意欲的な取り組みが学校で、地域で見られました。

大震災や原発事故で、それぞれのふる里は大きく変わり果て、未だ帰還の見通しが立たない

町や村もあります。「先が見えない」と現状の厳しさを嘆くのか、見えない現状の中で生きるヒント

を見い出そうとするのか、常に問われる問題です。皆さんと共に考えていきたいと思います。とも

かくも卒園、卒業、誠におめでとうございます。

双葉町教育長 半谷 淳
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復興公営住宅「県営下神白団地6号棟」
入居者説明会・交流会
3月16日(月)、いわき・ら・ら・ミュウで、いわき市永崎(小名浜地区)に完成した復

興公営住宅「県営下神白(しもかじろ)団地6号棟」の入居者説明会と交流会が開催され

ました。3月末の入居に向けて、重要事項の説明とともに、団地の管理人の選定などを

行いました。

交流会は、住民と地域との橋渡しを担当する「コミュニティ交流員」が、コミカルな

変装姿でゴミ分別の説明をするなど、なごやかなムードに。またいわき市内に拠点を置

く双葉町社会福祉協議会の生活支援員からもあいさつがあり、同じ双葉町民の言葉で安

心が伝わったようでした。

説明会の後には、実際に入居する部屋の見学会が行われました。

「6回目の引っ越し。子どもも小さいのでようやく落ち着けます」というホッとした

声や「避難先に3年半いたので実は離れがたかったが、ようやく踏ん切りがついた」と

いう声も聞かれました。

「県営下神白団地6号棟」は最初の入居者は21世帯全て双葉町民となります。

県営下神白団地は、1・2号棟にはすでに富岡町民が入居しており、今後、3号棟は

大熊町、4・5号棟は浪江町の町民が入居します。団地内に開設される集会所は、すべ

ての町民が共同で使用できる施設になる予定です。

浜通り×さんじょうライフ vol.20010



大熊町からのお知らせ

被災自治体News

国民健康保険の保険証を発送しました

3月20日HP更新
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大熊町の国民健康保険に加入している方へ、平成２７年度の保険証を３月２０日(金）に簡易書

留郵便で発送しました。

配達に７～９日ほど時間がかかる場合がありますので、お手元に届くまでしばらくの間お待ちく

ださい。

また、送付先は同じ世帯の方でも避難先住所によって違いますので、同一世帯員の保険証が

届かないなどありましたら、確認はそれぞれ世帯内でおこなってください。

※ 万が一、保険証が手元に届かない場合は、４月１日（水）以降に大熊町役場住民課国保年金

係までお問い合わせください。

※ 有効期限の切れた保険証は、４月１日（水）以降に細かく切って破棄してください。

※ 避難先住所不明者、マル学対象者、転出予定者への保険証発送はいたしません。

※簡易書留郵便とは

普通郵便のように、郵便物を各家庭の郵便受けに入れるのではなく、郵便局の配達
員が直接手渡しする方法で、受領印が必要となります。配達時にご不在の場合は、郵
便局の配達員が「郵便物等お預かりのお知らせ」を置いていきますので、都合のいい
日時に再配達を希望されるか、または直接郵便局でお受け取りください。(保管期間
は１週間程度)

受け取り方など、詳しくは「郵便物等お預かりのお知らせ」でご確認ください。

問い合わせ 住民課 国保年金係 0120-26-3844(代)

保育・教育施設のストリートビューが公開されました

3月24日HP更新

Googleでは、「未来へのキオク」プロジェクトにおいて双葉郡内の保育・教育施設のストリートビュ

ーを新たに公開しました。

大熊町内は、幼稚園や小・中学校など８施設の内部を見ることができます。

・大野幼稚園 ・熊町幼稚園 ・大野小学校 ・熊町小学校 ・大熊中学校

・大熊町図書館 ・大熊町文化センター ・大熊町総合スポーツセンター

■Google「未来へのキオク -福島県震災から４年 子どもたちの思い出の場所の今-」

問い合わせ 大熊町役場会津若松出張所 0120-26-3844(代)



被災自治体News

福島第一原子力発電所20km圏内の測定結果について

3月24日HP更新

№ 住所(測定位置) 
空間線量率(μSv/h)

線量計
1/22 1/29 2/5 2/12 2/19 2/26 3/5 3/12 3/19

23 夫沢 西北西約2.3km 7.5 7.7 7.3 7.6 6.8 7.5 6.8 7.2 7.0 NaI

25 野上 西約14km 0.9 0.9 - - 0.7 0.8 1.0 1.2 1.2 NaI

26 野上 西約11km 1.1 1.1 1.0 1.0 1.1 1.1 1.1 1.1 1.1 NaI

29 夫沢 西約2.4km 8.8 9.3 9.0 9.3 8.5 9.6 8.9 8.6 8.8 IC

30 夫沢 西約2.6km 10.0 10.3 8.5 10.0 9.1 10.0 9.9 9.9 9.9 NaI

34 大川原 西南西約7.5km 0.9 0.8 0.8 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.8 NaI

35 野上 西南西約6.6km 4.5 4.9 3.9 4.5 4.6 4.6 4.4 4.4 4.2 NaI

36 下野上 西南西約4.8km 3.2 3.4 2.8 3.4 3.3 3.3 3.2 3.2 3.1 NaI

37 夫沢 西南西約3.0km 25.6 26.4 24.6 25.4 23.5 24.8 23.6 24.5 23.8 IC

38 小入野 西南西約3.4km 3.2 3.3 3.2 3.3 2.7 3.3 3.2 3.1 3.2 NaI

47 熊川 南南西約3.7km 16.5 17.7 14.9 17.4 16.6 17.3 16.9 16.0 15.7 NaI

50 熊川 南約4.0km 7.5 8.0 7.9 7.9 7.7 7.6 7.6 7.3 6.7 NaI

線量計の種類 NaI : NaI（ヨウ化ナトリウム）シンチレータによる値 ／ IC : 電離箱による値

測定実施者：電力会社

問い合わせ 原子力規制庁 監視情報課 03-5114-2125TEL

浜通り×さんじょうライフ vol.20012

環境省は、中間貯蔵施設への除去土壌等の輸送について、福島県、福島県内の市町村、関係

機関等から構成される輸送連絡調整会議での調整を経て、安全かつ確実な輸送等を基本原則と

する輸送基本計画を取りまとめました。また、同計画に基づき、おおむね今後１年間をかけて、環

境対策や交通対策が確実に機能し、安全で効率的な輸送が実施できることを確認するための試

験輸送（パイロット輸送）に関する具体的な事項をまとめた輸送実施計画を策定したところです。

３月１３日（金）、大熊町の仮置場から中間貯蔵施設内一時保管場所へのパイロット輸送が開始

されました。

富岡町の仮置場から一時保管場所へのパイロット輸送が開始される前には、広報等を通じて町

民の皆さまへご連絡します。

富岡町からのお知らせ

中間貯蔵施設へのパイロット(試験)輸送について

3月18日HP更新

問い合わせ 富岡町役場 0120-33-6466



被災自治体News
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住宅周りの環境改善について町が東京電力と調整をはかった結果、東京電力による除草・庭木

伐採作業を行うこととなりました。

ご希望の方は、草刈り申込み専用ダイヤルへお電話でお申し込みください。

東京電力による富岡町内住宅周りの草刈りのお知らせ

3月24日HP更新

次ページへ続きます



被災自治体News

問い合わせ 富岡町役場 復興推進課 復興調整係 0120-33-6466

浜通り×さんじょうライフ vol.20014
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常磐自動車道
広野IC～南相馬IC間の放射線量について

ＮＥＸＣＯ東日本 お客さまセンター
０５７０－０２４－０２４ （ナビダイヤル）（24時間）
０３－５３３８－７５２４ （PHS、IP電話のお客さま）

問い合わせ
TEL

TEL

■モニタリングポストによる測定結果（3月25日午後1時20分現在）

■広野IC～南相馬IC間を通行した際の被ばく線量

広野IC～南相馬IC(49.1km)間の空間線量率(μSv/ｈ)を基に、

時速70kmで1回通行する際に運転手等が受ける被ばく線量

・自動車の場合： 0.37μSv

・自動二輪車の場合： 0.46μSv



市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232 浪江町:平石高田第二工業団地内

（二本松市北トロミ573番地）

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内

（会津若松市追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0246-84-5200

大熊町 0120-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0240-38-2111

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491

被災自治体 問い合わせ先一覧
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2

1

4

8

1

5

35

世帯数

141

12

4

3

2

1

8

20

2

8

81

人数市町村名

南相馬市小高区

南相馬市原町区

南相馬市鹿島区

浪江町

双葉町

大熊町

富岡町

川内村

いわき市

郡山市

合 計

三条市に避難している
世帯数と人数 (2015.3.25現在）

発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

３月・４月の『ひばり』

問い合わせ 0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開館時間] 午前9時30分～午後3時

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）

ひばり休み
浜通り配布

版画教室ひばり休み

１１日１０日９日８日７日６日５日

ひばり休み
浜通り配布

ひばり
茶話会

ひばり休み

４日３日２日４月１日３１日３０日２９日

ひばり休み
浜通り配布

２８日２７日3月２６日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

家に閉じこもりがちな季節、気軽に参加ください。

土金木水火月日
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